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●プレバイミス®は胎児に影響を及ぼす可能性があります。
●妊娠する可能性のある方は、プレバイミス®投与中及び投与終了後
　一定期間は適切な避妊を行ってください。
プレバイミス®は、お腹の赤ちゃんに重大な障害を起こす（催奇形性：さいきけいせい）可能性があります。
動物（妊娠ラット及びウサギ）を用いた試験で催奇形性が報告されています。

※妊娠中、もしくは妊娠していると思われる場合には、プレバイミス®の使用について主治医にご相談ください。

妊婦または妊娠している可能性のある方及び
妊娠する可能性のある方に
注意していただきたいこと

を処方された患者さんとご家族の方へ


